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1-2. 仮説と検証の関係

仮説に対し「なぜそう言えるのか」を確かめるのが検証です。仮説構築のときには「何が
いえればよいか」を考えます。そして、調査によって得られた事実から「だから何が言える
のか」を読みとることで 検証結果として意味合いや新たな仮説が導けますのか」を読みとることで、検証結果として意味合いや新たな仮説が導けます。
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1-4. 仮説検証のサイクル

調査結果を考察することで「何が言えそうか」という新たな仮説が導けます。その新たな
仮説を調査検証することで、さらに深い仮説が導けます。仮説検証は繰り返すことでより
高い価値を発揮します高い価値を発揮します。
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1-6. 仮説の深さによる調査方法の違い

仮説の深さに応じた調査方法があります。仮説が浅い段階では調査方法は仮説の探索
的目的であり、深くなるほど立証的な目的を持ちます。
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